
三
芳
が
町
に
な
っ
て
50

年
、
三
芳
が
誕
生
し
て

か
ら
は
１
３
１
年
。
先

人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
「
三
芳
」
と

い
う
バ
ト
ン
は
過
去
か
ら
現
在
ま
で

つ
な
が
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
行
わ
れ

た
住
民
意
識
調
査
で
は
、
8
割
を
超

え
る
住
民
が
「
三
芳
町
に
住
み
続
け

た
い
」
と
回
答
す
る
、
愛
着
を
持
た

れ
る
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
芳
町
の
歩
み

　

都
心
か
ら
30
㎞
圏
内
と
い
う
好
立

地
に
恵
ま
れ
、
発
展
を
続
け
て
き
た

三
芳
町
。
都
市
化
が
進
み
、
利
便
性

が
向
上
し
た
こ
と
で
街
並
み
は
変
化

し
ま
し
た
が
、
日
本
農
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農

法
や
竹
間
沢
車
人
形
、
各
地
域
の
お

私が所属している青少年相談員は、町ができる前の昭和 40（1965）年から
の歴史があります。昔から受け継がれている三芳の相談員は現在、県内トップ
クラスの人数。人数が 1桁になっている自治体もある中、決して大きくない

三芳町で相談員の活動が盛んなのは、
昔からのつながりが今も生きて地域に
根付いているからだと思います。
住民同士のつながり、住民と行政のつ
ながりは、町を挙げた、町全体でのま
ちづくりを可能にします。時代が変わ
っても、大切にされてきた「人と人と
のつながり」をこれからも大切にして
いきたいですね。

三芳の良さをこの先も。
車人形をやっていた経験もあって、三芳町の歴史については前から興味があり
ましたが、50年前の三芳の話はほとんど聞いたことがありませんでした。
昔の写真を見ると、今よりも自然が豊かで藤久保に建物が少なかったのは驚き
ました。昔に比べると今は施設も整っ
てきて便利になり、暮らしやすくなっ
ていると思います。
私が思う三芳町の魅力は、都会過ぎず
田舎過ぎない丁度よさと人との関わり
やすさです。ジュボラとしての活動は来
年で終わりますが、その後も青少年相
談員になって、この三芳の良さを未来
までつなげていきたいと思っています。

町内在住の中学生・高校生からなる地域ボランテ
ィアのグループ、「ジュボラ」メンバーの石川さん。

過去から受け継いだバトンを
未来へつなぐ

軌跡を振り返り、
未来を考える―。

囃
子
な
ど
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
伝

統
は
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
、
町
の
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

変
わ
る
良
さ
、
変
わ
ら
な
い
良
さ

　
「
不ふ

え
き
り
ゅ
う
こ
う

易
流
行
」。
い
つ
ま
で
も
変
化

し
な
い
本
質
的
な
も
の
を
忘
れ
な
い

中
に
も
、
新
し
く
変
化
を
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
こ
の
言
葉

は
、
ま
さ
に
三
芳
の
軌
跡
を
表
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ず
残
し
て
い
き
た

い
も
の
。新
し
く
変
え
た
い
も
の
―
―
。

町
制
施
行
50
年
の
節
目
の
今
こ
そ
、

三
芳
を「
不
易
流
行
」の
目
で
見
て
、

未
来
に
つ
な
い
で
い
く「
私
の
三
芳
」

を
み
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
■

―
―
―
特
集
・
終
―
―
―

ジュニアボランティアリーダー
石川 未彩さん

▲  3 年前の広報みよし平成 29 年 8 月号で
ジュボラの魅力を語ってくれた石川さん。
当時は中学 2 年生でした。

青少年相談員会長
渡辺 秀行さん

地域の青年リーダーとして町のイベントサポート
などを行う青少年相談員の渡辺さん。

人と人とのつながりを大切に。

▲ 青少年相談員は年齢、職業が様々な人々
が集まり、交流します。こういったとこ
ろからも三芳の「つながり」が生まれます。

大
和
は 

国
の
ま
ほ
ろ
ば 

た
た
な
づ
く 

青
垣
山
ご
も
れ
る 

大
和
し
う
る
わ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
古
事
記
』

(

大
和
は
国
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
よ

い
と
こ
ろ
だ
。
重
な
り
あ
っ
た
青
い
垣

根
の
山
、
そ
の
中
に
こ
も
っ
て
い
る
大

和
は
、
美
し
い)

　

倭
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

建
命
が
詠
ん
だ
望
郷
の
歌
で
す
。

こ
の
歌
と
出
会
っ
た
時
、
大
和
と
上
富

の
光
景
が
心
の
中
で
重
な
り
ま
し
た
。

　
少
年
時
代
、
武
蔵
野
の
平
地
林
を
愛

し
、
一
人
で
よ
く
歩
き
ま
し
た
。
ど
こ

ま
で
も
続
く
平
地
林
。
そ
の
平
地
林
を

抜
け
る
と
広
い
田
園
風
景
が
広
が
り
、

平
地
林
と
畑
が
幾
重
に
も
重
な
り
、
そ

の
世
界
空
間
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
草
木
や
虫
た
ち
、
行
く
雲
、
青

い
空
、昇
る
陽
、沈
む
陽
、満
天
の
星
々

と
対
話
し
、
遠
く
聳そ

び
え
る
富
士
や
秩
父

山
脈
に
見
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
民
俗
学
者
の
柳や

な
ぎ
た
く
に
お

田
國
男
は
、
日
本
人

は
、
死
後
、
祖
先
が
神
と
な
り
、
里
山

の
上
か
ら
田
ん
ぼ
を
見
守
り
、
家
々
に

個
々
の
神
が
宿
る
と
言
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
畑
に
は
家
墓
が
あ
り
、
先

祖
の
御
霊
と
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
働
く
父
母
の
姿
は
、
ミ
レ
ー
の

「
晩ば

ん
し
ょ
う鐘」
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
50
有
余
年
。
都
市
化
の
波

と
と
も
に
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
都
市
基
盤
整
備
が
進
み
、
利
便
性

が
よ
く
な
り
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
失

わ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

町
の
至
る
所
で
、「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
し
て

の
故
郷
が
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。

　
当
地
域
は
、
日
本
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
、
武
蔵
野
の
遊
歩
道
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
平
地
林
の
中
を
歩
い
て
い
る

と
、い
つ
の
間
に
か
私
は
少
年
に
戻
り
、

先
人
た
ち
の
声
が
自
然
の
中
か
ら
聞
こ

え
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
三
芳
町
の
懐
か
し
き
過

去
が
あ
り
、
輝
く
今
が
あ
り
、
輝
き
続

け
る
未
来
が
あ
り
ま
す
。

　
う
る
わ
し
き
故
郷
三
芳
に
、
永
遠
の

光
あ
れ
。
■　

　
ふ
る
さ
と
三
芳
に

　
　
　
　
　
永
遠
の
光
あ
れ

三
芳
町
長

町制施行 50 周年記念特別展
「三芳町 半世紀の軌跡」

11/29㈰まで開催
三芳町立歴史民俗資料館
月曜・祝日・年末年始休館
9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで）
�三芳町竹間沢 877
☎ 049-258-6655
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